
市町村財政比較分析表（平成18年度普通会計決算）  
将来負担の健全度  財政力  

人  口  168．388 人（H19．3．31現在）  
面  積  555．77 kポ  
歳入総額 58，546．976 千円  
歳出総毛員 57．956．543 干円  
実買収支   429．220 千円  

人口1人当たり地方債現在高［442，428円］  
（円）  

財政力指数［0．49］  
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定員管理の適正度  人件費・物件費等の適正度  給与水準の適正度（国との比較）  

人口1．000人当たり牡員数［9．02人］  
（人）  

人口1人当たり人件費・物件費専決算額［112，549円］  
：円）   
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ガ紺   
■財政力指数   
・長明化する景気の低迷や雇用情勢の悪化による市民税の沫収、包定資産税の銅価想えによる大幅な或収などの彩平に   
より、全国市町村平均を0．04ホイント、類似団体平均を0．24ホイント下回り、矩似団体内ではかなり低し＼水準にあるという結果   
となった。今後は企業課致や中心市往テ他の活性化寧業などの実施により、両税等自主財源の碓保に努めていく＝   
■経常収支比率   
・徹底した歳出削濱、紹与の独自削蔵等の実施により、前年度98．5％に対して3．0％の改吾が図られたものの、全国市町村   
平均を5．2％、亨創以同体平均を5．9％上回り、類似団体内ではかなり悪い水準にあるという摘果となった＝今後は、新市として   
策定した集中改責フランをもとに、蒜汚事集の再編・辞理、民間委紅等の推進、機具定放・給料の碑正化、第三セクターの見   
直し等を粍実に実行し財政の健全化を図る   
■人口l人当たり人件費・物件班等沃ぷ儲   
・徹底した放出別荘、鴇与の独自削減等の英矧二より、前年度127．27ヰ円に対してH．725円、全国市判村可一均斉4．t52円、相   
似巨体平均を3．936門下回る結果となり、徹底した歳出削減・紹与の独自削減策を講じたことによる成果が現れたものと思わ   
れる＝今後も霧中改革フランをもとに、事務卒業の再編・空理、民間委託写の推進、池貝定数・鴇拍の適正化∴帯三セクケー   
の見所し芋を用宗に宗行し財政の健全化を図っていく  

■ラス／くイレス指数  
・本市独自の給与削減の実縄（市長10％、特別職7％、部次長・課長級5％、補佐・主杏・主任級押も、主事級3％：により、全国  
市平均を6．1ポイント、類似日体平均を6．5ポイントと大矧二下回る結果となった  
■人口川00人当たり職員数  
・過熱者不補充等の妄腫により、前年度9．20人に対して0．18人の克となり多少の改築は図られたものの、全国市町村平均を  
l．20人、類似団体平均を0．9n人と大幅に上匝る結果となった 今後は「石巻市略艮定員適汀化計画」に基づき、組稚の要理・統  
廃合、施設管理形岱の見挿し、退扱者不補充などにより職員叡の削減rto年間で600人）を実施し、行政遷宮の効率化を回る＝  
■実質公仏班比整  
・合併前から実施していた言ちづ〈り章票、インフラ整備事業などにより公債㌍水準が高〈、全国市町村平均をl．1年b、類似団  
体平均を0．月％上回る結果となった＝今後も合研前の大型事業の公債費債i三関始に伴ない状況が悪化する見込Jtであるため、  
投貴的絶別：の照重し等により、新規地方債発行溺の抑制を出る‖  
■人口＝人当たり地方債現在高  
・全国市町村平均を廿275門下回るものの、類似団体平均を11．批3円上回る棺柴となった。今後も合併絹例年筆写により地  
方情発行額の岬加が見込まれるが、新規他方惜発行紙を50便円以下と設定するなとの抑制を図る‖   


